
指導事項を明確にした小学校国語科の授業づくり（１２月）

国語科では「教材の内容を詳細に教えること」ではなく、「言葉で正確に理解し適切に表現する資質・能力を育成すること」が大切です。

目的に応じていろいろな
本や文章を読み、感想や考えをもつこと

第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年
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カ 楽しんだり知識を得た
りするために、本や文章を
選んで読むこと。
※エ、オも関連

カ 目的に応じて、いろいろな本
や文章を選んで読むこと。

※ウ、エ、オも関連

カ 目的に応じて、複数の本や
文章などを選んで比べて読む
こと。
※イ、エ、オも関連

教
材

おとうとねずみチロ（１年）
かさこじぞう（２年）

はりねずみと金貨（３年）
世界一美しいぼくの村（４年）

手塚治虫（５年）
ヒロシマのうた（６年）

今月の指導の
ポイントは・・・

「目的に応じた読書」がで
きるよう、教科書教材では
Ｃ読むこと（２）の指導事項
をもとに、右のような言語
活動が設定されています。

いろいろなお話を読む（１年）
日本の物語を紹介する（２年）
世界の物語を紹介する（３年）
読書会をする（４年）
感想文を書く（５年）
本を推薦する（６年）

言語活動が目的にならないよう、その言語活動を通して
どのような国語の力を付けるのかを明確にしておくことが大切です。

「○○を書く」という言語
活動もありますが、あくま
でもＣ読むことの観点で
評価をすることが大切な
のですね。
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言語活動を行いながら、いろいろな作品を「繰り返
し読む」「比べて読む」という過程を大切にしましょう。

カ


